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I. 事業計画の概要

  １． 都市計画決定権者の名称並びに事業者の氏名及び住所

  １） 都市計画決定権者の名称

名  称 ： 浜 松 市（代表者 浜松市長 鈴木康友） 

  ２） 事業者の氏名及び住所

事業者氏名： 浜 松 市（代表者 浜松市長 鈴木康友） 

事業者住所： 浜松市中区元城町 103 番地の 2 

運営・維持管理事業者氏名：浜松グリーンウェーブ株式会社（特別目的会社） 

                 （代表者 代表取締役社長 石原一馬） 

運営・維持管理事業者住所：浜松市中区田町 326 番地の 4 

  ２． 都市計画対象事業の名称、種類、所在地

 １）名 称： 浜松都市計画ごみ焼却場（一般廃棄物処理施設）4号西部清掃工場 

【関連する事業：古橋廣之進記念浜松市総合水泳場】 

２）種    類： 廃棄物処理施設の建設 

３）所 在 地： 浜松市西区篠原町26098番地の1及び23982番地の1 
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II. 事後調査の概要

  １． 事後調査の目的

本事後調査は、浜松市新清掃工場（西部清掃工場）（以下、「新清掃工場」という。）並びに

浜松市新水泳場（古橋廣之進記念浜松市総合水泳場）（以下、「新水泳場」という。）の供用に

伴い、事後調査計画書に基づき調査を行い、評価書の記載内容が履行されているか否かを確認

し、事業地及びその周辺地域の良好な環境を確保することによって事業の円滑な推進を図るこ

とを目的とした。 

  ２． 調査項目及び時期

供用時に行った調査項目及び時期は、表 2-1(1)～(3)に示したとおりである。 

なお、動物調査は、事後調査計画書(平成 18 年３月)では供用３年目(平成 23年度)に実施す

るとしていたが、施設供用直後（平成 21 年度）における状況も併せて把握し、最終的な評価

を行うこととした。また、地下水調査は、事後調査計画書では工事中のみ実施するとしていた

が、工事中の地下水位の低下を考慮して、供用 1年目（平成 21 年度）も引き続き顕著な変化

が生じないか監視するために、補足調査として実施した。更には、電波障害を、存在・供用時

の調査項目として挙げていたが、計画施設建設直後の平成 20年 12 月に電波の受信状況調査等

を実施し、「事後調査報告書（工事中 平成 18 年度～平成 20年度）」（平成 21 年 3月）におい

て、計画施設による電波障害は、予測結果の範囲内に限られることを報告していることから、

本事後調査報告書では除外した。 
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表2-1(1) 事後調査項目及び調査時期（発生源調査） 

項目 細項目 調査項目 調査時期 実施対象 

施設計画 

確認調査 

施設計画 

環境保全措置の実施状況 

農作物の出荷量 

平成17年～平成23年 

施設が定常的に稼動し

ている時期、及び比較対

象として工事実施前か

らの経年 

清掃工場 

ばい煙調査 

排ガス中の 

硫黄酸化物（SOx）、 

窒素酸化物（NOx）、 

ばいじん、塩化水素（HCl）、 

ダイオキシン類（DXNs）、 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、 

塩素（Cl）、カドミウム（Cd）、

鉛（Pb）、水銀（Hg） 

※塩素（Cl）、カドミウム（Cd）、鉛

（Pb）、水銀（Hg）は、参考項目と

して補足調査とした。 

第１回 

平成21年5月29日 

第２回 

 平成21年7月31日 

第３回 

平成21年9月29日 

平成21年10月22日

第４回 

平成21年12月11日 

平成21年12月22日 

第５回 

平成22年1月27日 

平成22年2月12日 

平成22年2月15日 

第６回 

 平成22年3月4日 

平成22年3月16日 

施設が定常的に稼動し

ている時期 

調査項目のうち、 

太字の項目は、年4回 

その他項目は、年6回 

調査を実施。 

施設稼動騒音・ 

低周波音 

騒音レベル 

低周波音圧レベル 

施設稼動振動 振動レベル 

平成21年11月5日 
施設が定常的に稼動し

ている時期（1日） 

発
生
源
強
度
調
査

施設からの悪臭 
特定悪臭物質 

臭気指数等 

平成21年9月4日 

平成21年8月27日 

施設が定常的に稼動し

ている時期（1回） 
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表2-1(2) 事後調査項目及び調査時期（環境調査） 

項 目 細項目 調査項目 調査時期 実施対象 

廃棄物運搬

車両・新水泳

場利用車両

排ガス 

交通量 
平成21年11月19日～ 

平成21年11月20日 

廃棄物運搬車両・新

水泳場利用車両の

走行が代表的な時

期（1日） 

大気質 環境モニタ

リング 

(清掃工場ば

い煙による

影響調査) 

【大気質】 

二酸化硫黄（SO2）、 

窒素酸化物（NOx）、 

浮遊粒子状物質（SPM）、 

塩素（Cl）、カドミウム（Cd）、

鉛（Pb）、水銀（Hg）、 

塩化水素（HCl）、 

ダイオキシン類（DXNs）、 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

【気象】 

風向、風速、日射量、放射収支

量、温度、湿度 

春季 

平成21年4月21日～ 

平成21年4月28日 

夏季 

平成21年8月21日～ 

平成21年8月28日 

秋季 

平成21年10月1日～ 

平成21年10月8日 

冬季 

平成22年1月15日～ 

平成22年1月22日 

施設が定常的に稼

動している時期の1

年間 

騒 音 

廃棄物運搬

車両・新水泳

場利用車両

騒音 

騒音レベル、交通量 

振 動 

廃棄物運搬

車両・新水泳

場利用車両

振動 

振動レベル、交通量 

平日 

平成21年11月19日～ 

平成21年11月20日 

休日 

平成21年10月4日～ 

平成21年10月5日 

イベント時 

平成21年8月23日～ 

平成21年8月24日 

廃棄物運搬車両・新

水泳場利用車両が

代表的な時期（平

日・休日各1日）及

び新水泳場のイベ

ント（大会）開催時

哺乳類 

(キツネ等の利用状況) 

春季 平成23年4月25-27日 

夏季 平成23年8月1-4日 

秋季 平成23年10月17日 

冬季 平成23年12月6日 
春季 平成21年5月13日 
夏季 平成21年7月23日 
秋季 平成21年10月13日

は虫類、昆虫類 

（ニホントカゲ、ハネナガイナ

ゴの回帰性の状況） 

春季 平成23年4月25日 

夏季 平成23年8月1-4日 

秋季 平成23年10月17-19日 
春季 平成21年5月13日 
夏季 平成21年7月23日 
秋季 平成21年10月13日

鳥類 

（ヨシ原の利用状況） 

春季 平成23年4月26日 

初夏季 平成23年6月6日 

夏季 平成23年8月2日 

秋季 平成23年10月14日 

冬季 平成24年1月11日 
春季 平成21年5月13日 
夏季 平成21年7月23日 
秋季 平成21年10月13日

鳥類 

（バードストライク等） 

平成23年10月11-13日 

平成23年11月14-16日 
平成21年10月13-15日 
平成21年11月18-19日

環
境
調
査

動物 

注目すべき

種等の生息

環境への影

響の程度 

植生の状況 

(緑地の整備状況及び植樹種の

状況) 

春季 平成23年4月25-26日 

夏季 平成23年8月1-4日 

秋季 平成23年10月17-19日 
春季 平成21年5月13日 
夏季 平成21年7月23-24日 
秋季 平成21年10月15日

供用3年目 
(供用1年目) 

注）「動物」調査の供用1年目は、「事後調査計画書」（平成18年3月）には記載していないが、補足調査として追加し

たものである。 

注
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表2-1(3) 事後調査項目及び調査時期（環境調査） 

項 目 細項目 調査項目 調査時期 実施対象 

景 観 

主要な眺望

景観の改変

の程度 

主要眺望地点の景観 平成21年8月19日 
施設が定常的に稼動し

ている時期（夏季） 

地 球 

環 境 

温室効果ガス

の発生量 

廃棄物処理量及び種類 

電気及び燃料の使用量 

発電量 

供用開始年（平成21年

度） 
注）灯油使用量は平成21～

23年度 

施設が定常的に稼動し

ている時期の1年間 

日 照 

阻 害 

日影変化の

状況 
天空写真 平成21年12月21日 

施設が定常的に稼動し

ている時期 

（冬至日頃） 

地 域 

交 通 
交通容量 交通量、走行速度、渋滞長 

平日 

平成21年11月19日～ 

平成21年11月20日 

休日 

平成21年10月4日～ 

平成21年10月5日 

イベント時 

平成21年8月23日～ 

平成21年8月24日 

廃棄物運搬車両・新水泳

場利用車両が代表的な

時期（平日・休日各1日）

及び新水泳場のイベン

ト（大会）開催時 

光 害 夜間の照度 
照度 

ウミガメの産卵状況 
平成21年7月22日 

アカウミガメの 

産卵時期 

環
境
調
査

地下水 
地下水の 

状況 

水位 

水質（pH、電気伝導度、 

塩素イオン濃度） 

平成21年4月1日～ 

平成22年3月31日 

施設が定常的に稼動し

ている時期の1年間 

注）「地下水」調査は、「事後調査計画書」（平成18年3月）には記載していないが、工事中の地下水位の低下を考慮して、

補足調査として追加したものである。 

「地球環境」の温室効果ガスの発生量は、平成21年度の調査結果において、灯油の使用量が多かったため、二酸化

炭素排出量が予測結果を上回っていたことが確認されたことから、灯油の使用量のその後を継続して調査、確認し

たものである。 

「電波障害」は、計画施設建築直後の平成20年12月に電波の受信状況調査等を実施しており、「事後調査報告書（工

事中 平成18年度～平成20年度）」（平成21年3月）において、計画施設による電波障害の影響は、予測結果の範囲

内に限られることを報告していることから、本事後調査報告書では除外した。 
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III. 事業地の位置

図3-1 事業地の位置
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IV. 事後調査結果の概要

 表 4-1(1) 事後調査結果概要 
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 表4-1(2) 事後調査結果概要 
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 表4-1(3) 事後調査結果概要 
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V. 事業の影響の程度

本事後調査の結果、全ての項目で評価書における環境保全目標を概ね満足しており、周辺環境の

保全はなされているものと考える。このため、新たな環境保全対策は必要ないと考える。 

ただし、「動物」に関しては、引き続いて植栽木の枯損木の植替え及び維持管理を、「地球環境」

に関しては、引き続いて燃料（灯油）使用量の抑制を図っていくこととする。 


